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はじめに 
大山ひまわり薬局では、調剤過誤を無くすことを目的に、 
Ｈ２５年３月からピッキングシステムを導入した。 
ピッキングシステムを導入前に、監査レンジの導入をまず
検討した。 
 
※監査レンジとは… 
調剤された薬を画像で照合して監査する機械です。 
操作が簡単で画像も保存でき、複数の薬剤を同時に監査できる 
システムです。 

 



調剤監査システムの比較 
監査レンジ ピッキング 

良いところ 悪いところ 

操作が簡単 散剤、水剤、外用
監査ができない 

画像の保存が 
 できる 

数量の監査が 
 できない 

同複数薬剤時 
 監査 

場所をとる 
（大山の場合） 

レンジ待ちが 
 考えられる 

良いところ 悪いところ 

全薬品が対象と 
 なる 

操作の手間が 
 かかる 

場所をとらない 画像保存が 
 できない 

一人一台持てる 



ピッキング稼働までの準備 
◆水剤・外用の内規を専用ヒアリングシートに記入する。 
（例えばシップの枚数や軟膏一本のｇ数など） 
 
◆今後使用しない薬品をマスタから削除する。 
 
◆棚リストシートに薬品名を記入し、１シートあたりの錠数
を記入する。 
 
上記をもとにトーショーがプログラムを完成させた。 
大体、準備期間は２ヶ月ほどかかった。 



ピッキングの流れ 

処方入力 
調剤する人の 

ＩＤ読み取り 
薬袋バーコードの

読み取り 

各薬剤の 

バーコードの 

読み取り 

全部終了でコンプ
リート！ 



調剤する人のＩＤ読み取り 



薬袋バーコードの読み取り 



ｉｐｏｄに表示される画面 



各薬剤のバーコードの読み取り 



全部終了でコンプリート 



ピッキングシステム導入後アンケート 

良かった点 悪かった点 
計数調剤の時点で入力ミスが確認
ができる。 
 
二次元コード入力とピッキングで 
ダブルチェックの安心感がある。 
 
 
 
 

 
一つ一つピッキングするため手間がかかる。 
 
バーコード不備など、手作業で画面処理しない
といけないので時間がかかる。 
 
入力どおり集めるので、ヒート・一包が逆でも 
そのまま集めてしまう。 
 
ピッキングに頼りきってしまい、処方せんを見落
としてしまう。 
 
導入までの準備が大変だった。 
 
ipodの調子が悪いときがたまにある。 



ピッキング導入後のインシデントの変動 

 
規格ミスと別物調剤は無くなった。 
 
計数ミスと調剤漏れは少しは減ったがあまりかわらなかっ
た。 
              
 



理由 
計数ミスは思い込みで集めるため、散剤のシートが１束 
足りなかったり、錠剤のシートが１シート抜けていたりした。 
 
調剤漏れは、ピッキングに出てこない薬（例えば散剤の 
予製や２科あったときのピッキング漏れ）を集め忘れる。 
 
ピッキングのバーコードが薬袋の下に出る場合（水剤や
軟膏）が漏れる。 
 



対策 
散剤や軟膏の予製も全てバーコード登録にして例外を 
作らないようにした。 
 
薬袋の四隅にあったバーコードを一つのバーコードで 
全て調剤できるようにし、バーコードの読み取り忘れを 
防止した。 
 
  





ピッキングシステム導入後 
インシデントの変動 
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ピッキング導入後の検討課題 
 
 
 
調剤エラーや充填エラーなど、全てデータとして残ってい
るので、そのデータを参考に、今後ミスが起こらないよう
に全職員で話し合いを持つ。 
 
 



ピッキングエラーデータ 



ピッキングデータ 



ピッキングの今後の展望 

 

充填時に数量を入力し、処方された分がデー
タから引かれることで、在庫数量が分かるよう
になる予定。 
             ↓ 
       在庫管理が徹底される 



まとめ 
ピッキングに慣れてくると、処方せんを見ないでipodの画

面のみで調剤してしまうことがあるので、あくまでも調剤補
助のシステムであることを念頭におく。 
 
「面倒」「忙しい」というのは理由になりません。 
ピッキングシステムを導入した経緯を常に忘れずに、職員
全員が意識することで、安心・安全な調剤に繋がると思う。
患者様に信頼される薬局、選ばれる薬局を目指していき
たいと思う。 
 


	��ピッキングシステムを導入して見えてきたこと�～これからの課題と展望～��
	はじめに
	調剤監査システムの比較
	ピッキング稼働までの準備
	ピッキングの流れ
	調剤する人のＩＤ読み取り
	薬袋バーコードの読み取り
	ｉｐｏｄに表示される画面
	各薬剤のバーコードの読み取り
	全部終了でコンプリート
	ピッキングシステム導入後アンケート
	ピッキング導入後のインシデントの変動
	理由
	対策
	スライド番号 15
	ピッキングシステム導入後�インシデントの変動
	ピッキング導入後の検討課題
	ピッキングエラーデータ
	ピッキングデータ
	ピッキングの今後の展望
	まとめ

